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米
、
麦
、
大
豆
、
て
ん
菜
、
で
ん
粉

原
料
用
ば
れ
い
し
ょ
、
そ
ば
、
な
た
ね
。

水
田
に
つ
い
て
は
、
水
田
活
用
の
所
得

補
償
交
付
金
と
し
て
、
こ
れ
に
加
え
て
、

飼
料
作
物
、
米
粉
用
・
飼
料
用
米
、
Ｗ

Ｃ
Ｓ
稲
、
加
工
用
米
、
地
域
特
産
物
も

対
象
。

　

販
売
価
格
が
生
産
費
を
恒
常
的
に
下

回
っ
て
い
る
作
物
を
対
象
に
、
そ
の
差
額

を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
経
営
の

安
定
と
国
内
生
産
力
の
確
保
を
図
り
、
食

料
自
給
率
の
向
上
と
農
業
の
多
面
的
機
能

を
維
持
し
ま
す
。

　

対
象
作
物
の
生
産
数

量
目
標
に
従
っ
て
、
販

売
目
的
で
生
産
（
耕
作
）

す
る
販
売
農
家
・
集
落

営
農

特 集
　

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
は
、
食
料
自
給
率
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
農
業
と
地
域
を
再
生
さ
せ
、
農
山
漁
村
に
暮
ら
す
人
々
が

将
来
に
向
け
て
明
る
い
展
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
け
る
環
境
を
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
施
策
で
す
。
同
時
に
、
環
境
の
保
全
や
美
し
い

景
観
な
ど
の
農
業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
を
維
持
し
、
我
が
国
の
資
産
と
し
て
維
持
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。 

　

平
成
22
年
に
実
施
し
た
水
田
を
対
象
と
す
る
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
に
続
い
て
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
畑
作
物
に
も
対
象
を
拡
大

し
て
本
格
実
施
し
ま
し
た
。
制
度
へ
の
加
入
・
非
加
入
は
各
農
家
の
皆
さ
ん
の
自
由
意
思
と
な
り
、
転
作
作
物
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
戦

略
作
物
を
出
荷
・
販
売
し
て
い
る
加
入
者
、
ま
た
米
に
対
す
る
助
成
は
生
産
調
整
達
成
者
が
該
当
と
な
り
ま
す
。
交
付
を
受
け
る
た
め
に

は
加
入
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
手
続
き
期
限
で
あ
る
６
月
末
ま
で
に
、
各
種
書
類
を
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

目
　
　
的

対
象
作
物

交
付
対
象
者


